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●
健
康
長
寿
へ
の
支
援

　
　

国
で
は
、
来
年
度
後
半

か
ら
75
歳
以
上
の
一
部
医
療

費
負
担
増
が
実
施
さ
れ
る
が
、

本
市
の
見
解
と
、
健
康
長
寿

社
会
に
お
け
る
健
康
保
険
制

度
の
さ
ら
な
る
充
実
及
び
存

続
に
対
す
る
健
康
増
進
へ
の

取
り
組
み
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
者
に
な
り
医
療
費
の
さ
ら

な
る
増
大
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
現
役
世
代
の
負
担

上
昇
を
抑
え
な
が
ら
、
全
て

の
世
代
が
安
心
で
き
る
保
険

制
度
が
構
築
さ
れ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
市

民
へ
の
様
々
な
健
康
づ
く
り

の
支
援
を
し
て
い
く
。

　
　

そ
の
中
で
も
参
加
者
に

千
円
の
商
品
券
が
進
呈
さ
れ

る
「
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン

ジ
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
は
健
康

診
査
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を

含
め
、
将
来
の
生
活
習
慣
病

の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
意
味
で

も
若
い
世
代
も
含
め
多
く
の

市
民
の
参
加
を
期
待
す
る
が
、

今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市

報
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
周

知
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

●
声
な
き
声
「
生
理
の
貧
困
」

へ
の
支
援

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
苦
や

家
庭
問
題
な
ど
に
よ
る
女
性

の
自
殺
が
増
え
、
生
理
用
品

の
入
手
に
苦
慮
す
る
い
わ
ゆ

る
「
生
理
の
貧
困
」
問
題
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
て
い

る
が
、
本
市
で
は
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

　
　

学
校
で
の
生
理
用
品
の

配
備
に
つ
い
て
は
検
討
し
て

い
く
。
大
人
へ
の
支
援
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す

る
「
ラ
イ
フ
＆
フ
ー
ド
パ
ン

ト
リ
ー
」
で
の
生
理
用
品
の

寄
付
も
募
る
ほ
か
、
関
係
団

体
と
の
連
携
も
図
っ
て
い
き

た
い
。

〔
そ
の
他
の
質
問
〕

○
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
子
宮

頸
が
ん
予
防
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
他
皆
が
活
き
活
き
と

暮
ら
せ
る
た
め
の
支
援

田	

中	

和	

美
（
公
明
党
）

　
　

市
長
任
期
４
年
の
折
り

返
し
点
を
経
過
し
、
公
約
で

あ
る
企
業
誘
致
に
つ
い
て
２

年
間
の
取
組
実
態
は
ど
う
か
。

　
　

こ
の
２
年
間
で
事
業
所

開
設
企
業
は
３
件
、
新
規
雇

用
は
26
名
、
本
市
へ
の
転
入

者
は
２
名
で
あ
る
。

　
　

こ
れ
は
石
井
市
長
就
任

以
前
か
ら
の
継
続
案
件
で
あ

り
、
新
規
に
誘
致
で
き
た
企

業
は
な
い
。
市
長
に
は
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
で
大
企
業
を
呼

び
込
む
営
業
活
動
が
求
め
ら

れ
る
が
、
今
後
さ
ら
な
る
企

業
誘
致
の
実
現
に
向
け
、
市

長
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
組

む
つ
も
り
か
。

　
　

企
業
誘
致
の
受
け
皿
に

つ
い
て
は
市
内
に
３
千
㎡
を

超
え
る
規
模
の
事
業
用
地
は

な
い
が
、
今
後
も
大
規
模
用

地
の
確
保
に
向
け
て
、
県
企

業
局
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

機
関
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　

若
小
玉
地
区
の
産
業
団

地
整
備
に
係
る
進
捗
状
況
は
。

　
　

埋
蔵
文
化
財
調
査
の
た

め
事
業
が
２
年
延
長
さ
れ
た
。

　
　

第
６
次
行
田
市
総
合
振

興
計
画
で
は
、
産
業
系
土
地

利
用
を
検
討
す
る
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
実
行
す
る
の
か
。

　
　

産
業
系
土
地
利
用
へ
の

転
化
は
企
業
誘
致
な
ど
を
図

る
上
で
不
可
欠
で
あ
り
、
実

現
に
向
け
て
取
組
ん
で
い
く
。

　
　

産
業
系
土
地
利
用
へ
の

転
化
は
ど
の
よ
う
な
手
法
並

び
に
手
順
で
進
め
る
の
か
。

　
　

手
法
と
し
て
は
県
企
業

局
に
よ
る
産
業
団
地
整
備
や

土
地
区
画
整
理
事
業
が
あ
る
。

一
般
的
な
手
順
で
は
、
県
企

業
局
な
ど
の
関
係
機
関
と
の

協
議
を
経
て
事
業
化
が
決
定

さ
れ
た
後
、
地
権
者
と
の
売

買
契
約
や
開
発
協
議
な
ど
を

済
ま
せ
工
事
着
手
に
至
る
こ

と
に
な
る
。

　
　

産
業
系
土
地
利
用
へ
の

実
現
を
妨
げ
る
要
因
及
び
課

題
に
は
何
が
あ
る
の
か
。

　
　

調
整
区
域
で
の
土
地
利

活
用
で
は
、
県
農
林
部
局
と

の
調
整
難
航
が
予
想
さ
れ
る
。

市
長
公
約
で
あ
る
企
業
誘
致
と

産
業
系
土
地
利
用
へ
の
見
直
し

小	

林	

友	

明
（
新
政
策
研
究
会
）

　
　

熊
谷
市
に
は
熊
谷
市
自

治
基
本
条
例
、
鴻
巣
市
に
は

鴻
巣
市
自
治
基
本
条
例
、
羽

生
市
に
は
羽
生
市
ま
ち
づ
く

り
自
治
基
本
条
例
、
加
須
市

に
は
加
須
市
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
推
進
条
例
が
あ
る

が
、
行
田
市
に
は
な
い
。
自

治
基
本
条
例
は
、
自
治
体
に

と
っ
て
の
憲
法
と
も
言
え
る

も
の
で
あ
り
、
自
治
体
の
基

本
原
則
、
基
本
理
念
が
明
確

に
な
る
。
市
民
中
心
の
、
市

民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
に
も
、
周
辺

自
治
体
と
同
様
に
本
市
で
も

制
定
を
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
本
市
と
し
て
制

定
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
内
容
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

　
　

自
治
基
本
条
例
は
、
市

民
と
の
協
働
や
市
民
参
画
を

実
現
す
る
た
め
の
手
法
の
一

つ
で
あ
る
。
本
市
で
は
、
各

種
委
員
会
委
員
の
市
民
公
募

や
市
民
意
見
募
集
等
を
通
じ

て
、
市
政
へ
の
市
民
参
画
を

推
進
し
て
い
る
。
自
治
基
本

条
例
つ
い
て
、
現
時
点
に
お

い
て
は
制
定
を
予
定
し
て
い

な
い
。

●
障
が
い
者
等
用
駐
車
区
画

に
つ
い
て

　
　
（
仮
称
）
行
田
市
思
い

や
り
駐
車
場
制
度
（
パ
ー
キ

ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
）
は
、

施
設
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る

障
が
い
者
等
用
駐
車
区
画
の

利
用
対
象
者
を
、
障
が
い
者
、

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
、
妊

産
婦
、
け
が
人
等
歩
行
困
難

者
に
限
定
し
、
対
象
者
に
利

用
証
を
交
付
す
る
こ
と
で
障

が
い
者
等
用
駐
車
区
画
の
適

正
利
用
を
図
る
制
度
で
あ
る
。

今
後
、
導
入
し
て
い
く
考
え

は
あ
る
の
か
。

　
　

現
時
点
で
は
、
課
題
も

多
い
こ
と
か
ら
、
導
入
す
る

予
定
は
な
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
交
通
に
つ
い
て

○
市
長
の
資
産
公
開
に
つ
い

て

（
仮
称
）
行
田
市
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
（
自
治
基
本
条
例
）
に
つ
い
て

福	

島	

と
も
お
（
れ
い
わ
創
生
の
会
）
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